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はじめに 

「田園 V3」は Microsoft Excel を使用して、アンケートの設問の設定、回収したアンケートのデータ入

力、複雑な集計を簡単に行うためのツールです。 
この分冊では、回収したアンケートのデータを入力する操作を説明しています。次のようなアンケートを

集計すると仮定して説明します。 
 

 
 
 
 
 
このアンケートは架空のものです。実在の商品とは関係ありません。また紙面の都合上、回答欄は省略して

います。 

単数回答のデータ入力 

（  7 ページ参照） 

複数回答設問のデータ入力

（  7 ページ参照） 

自由回答のデータ入力 

（ 8 ページ参照）

数量設問のデータ入力

（  8 ページ参照）

サンプル No.の入力 

（  6 ページ参照） 

「不明」の入力（  9 ページ参照） 「非該当」の入力（  10 ページ参照） 

入力の確定（  9 ページ参照） 入力データの訂正（  10 ページ参照） 
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第 1 章 データ入力の概要 

アンケートを回収したら、データ入力を行います。 
 
■ データ入力は、設問設定の操作で作成したファイルの 

［データ入力フォーム］シートに入力します 
（  「第 2 章 データ入力」4 ページ） 

 
 
■ データを入力すると、［ソースデータ］シートにデータが蓄積されます 

 
 
1 行が 1 サンプルに対応しています。 
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■ 様々な方法でデータをチェックできます 

入力時の自動チェック 
「田園 V3」はデータ入力時、データを厳しくチェックしています。 
以下のようなデータが入力された場合、エラー音が鳴ってカーソルが移動しません。この状態になった時

は、入力しようとしているデータを確認してください。 

 存在しない選択肢を入力した場合 
例えば選択肢が３つまでしかないのに「４」と入力した場合など 

 数量回答で、 小値より小さな値や 大値より大きな値を入力した場合 
 自由回答以外で、数値ではなく文字を入力した場合 
 重複禁止設問に設定されている設問と同じ選択肢を入力した場合 
 重複強制設問に設定されている設問に含まれない選択肢を入力した場合 
 非該当設問において、「*（アスタリスク）」以外のデータが入力された場合 
 非該当でもないのに「*（アスタリスク）」が入力された場合 

 

 
エラー音の設定は、各 PC の設定に依存します。設定によっては鳴らないこともあります。 

 
入力後のチェック 
入力後にも、次の方法でデータをチェックすることができます。（  「第 3 章 データチェック」15 ページ） 

 シート間整合性チェック 
 回答チェック 
 数量回答合計値チェック 
 複数回答（MA） 大回答数確認 
 目視によるデータチェック 
 ［単純集計用データ］シート作成時の警告表示 
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第 2 章 データ入力 

データ入力操作の流れ 

設問設定は、次のように行います。 
 

Excel を起動します 

 

田園 V3.xla を開きます 

Excel の［アドイン］タブに［田園 V3］メニューが表示され

ます。 

Excel 2003 の場合は、メニューバーに［田園 V3］メニュー

が追加されます。 

アドインとしてインストールしている場合は、この操作を行

わなくても田園の機能を利用できます。 

（  アドインとしてインストールする方法については、 

『Ⅰ お使いになる前に』を参照してください。） 

 

データ入力用のファイルを開きます 

設問設定をすませたファイルを開きます。 

設問を分担して入力する場合は、 

 

 

 

データ入力を行う画面を表示します 

①［田園 V3］メニュー－［設問設定・データ入力］－

［データ入力・操作］－［新規データ入力］を選択し

ます。 

②「データ入力を開始します。」というメッセージが表示

されますので、［はい］をクリックします。 

 

１ 

２ 

３ 
４ 
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サンブル番号を入力します 

サンプル No.を入力し、［Enter］キーを押します。 

（ p.6） 

 

 

 

各設問の回答を入力します 

グリーンの背景色のセルに順に入力します。（ p.7） 

セルの移動は、必ず［Enter］キーを押して行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

確定します 

ウィンドウの［はい］ボタンクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

保存します 

上書き保存します。 

 

 
 

 
各セルに入力したデータは、［Enter］キーを押したときに確定します。 
［TAB］キーを押す操作やマウスの操作でセルの移動を行わないでください。 

 

 
入力が可能な状態になっていない時は、回答を入力する部分に赤色の文字でそのことが表示さ

れます。 

 
 
 

５ 

７ 

８ 

６ 
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1．サンプル No.を入力する 

 
ここで「サンプル No.」とは、回収したアンケート用紙を区別する番号ことです。 
入力後にデータの追跡ができるように、回収したアンケート用紙に、あらかじめ１から始まる連番

を振っておくことをお勧めします。 

 
 
データを入力するアンケートのサンプル No.を入力し、［Enter］キーを押します。 

 
 

 「0」を入力して［Enter］キーを押すと、すでに入力済みのサンプル No.に 1 を加えた番号が自動

的に表示されます。 

      
 直前に入力したサンプルのデータを確定すると、その No.に 1 を加えた番号が自動的に表示され

ますので、［Enter］キーを押すだけでかまいません。 
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2．各設問の回答データを入力する 

この節では、各設問の回答データを入力する操作を、設問の種類別に説明しています。 
 

 
 「田園 V3」のデータ入力機能が働いている間は、Excel のステータスバーに「アンケートデー

タ入力中」と表示されます。また、自動的に日本語入力 IME がオフになります。 
 データ入力時は、必ず Excel のステータスバーに「アンケートデータ入力中」と表示されてい

るかどうか確認してください。この表示がない場合は「田園 V3」のデータ入力機能が働いてい

ないので、入力データを記録することができません。 

 

単数回答のデータ入力 

データを入力し、［Enter］キーを押します。 

 
 

 
 

複数回答のデータ入力 

複数回答の場合は、各回答を入力するたびに［Enter］キーを押します。 
入力可能な回答数までカーソルが横方向に移動しますので、順に回答を入力します。 
 

                                            
 
 

 
 

 
各セルに入力したデータは、［Enter］キーを押したときに確定します。 
［TAB］キーを押す操作やマウスの操作でセルの移動を行わないでください。 
必ず［Enter］キーを押して移動してください。 

 

 それ以上回答がない場合は、空欄のまま［Enter］キーを押します。 
または、「+（プラス）」を入力して［Enter］キーを押します。「+（プラス）」の表示は、［Enter］キーを

押すと画面上から消えます。 
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数量回答のデータ入力 

数量回答の場合は、回答用紙に記述されている数値をそのまま入力します 

 
 
 

 
 

 小数も入力できます。 
 

自由回答のデータ入力 

解答欄に文章を入力し、［Enter］キーを押します。 

 
香辛料がききすぎ 
ている  

 
 

 自由回答設問の行にカーソルが移動すると、D 列に「A」と記述されている場合は自動的に日本語

入力 IME がオンになります。 
 郵便番号や製品番号など、日本語入力 IME がオフのままで解答欄に文字を入力したい場合は、

D 列の「A」を削除してください。 
 

「不明」の入力 

回答用紙に回答が記入されていない状態を「不明」といいます。この場合は、データを何も入力せずに

［Enter］キーを押します。 

 
 

 
 

 「-（マイナス）」を入力して［Enter］キーを押してもかまいません。 
 何も入力せずに［Enter］キーを押した場合、不明回答とみなして自動的に「-（マイナス）」が入りま

す。 
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「非該当」の入力 

該当チェックの対象になっている設問は、非該当に相当する場合、自動的に「*（アスタリスク）」が表示され

ます。［Enter］キーを押して次に進みます。 

 
 

 

 
 

 該当設問の場合は、通常のデータ入力の操作を行います。 
 
 

3．入力を確定する 

あるサンプルのデータを 後の設問まで入力して［Enter］キーを押すと、次のメッセージが表示されます。 
 

 
 
入力ミスがないかどうか確認します。入力ミスがなければそのまま［Enter］キーを押すか、［はい］ボタンをク

リックします。 
入力データが確定し、次のサンプルの入力に移ります。 
 

 
最後の「よろしいですか？」に対して［Enter］キーを押すか［はい］ボタンをクリックしない限り、入

力データは記録されません。 

 
 上の操作で入力を確定すると、［データ入力フォーム］シートに入力したデータが［ソースデータ］

シートに転記され、蓄積されます。 
 入力ミスがある場合には、「N」キーを押すか、「いいえ」ボタンをクリックして訂正することができます。

（  「4．データの訂正」10 ページ） 
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4．データの訂正 

入力データは、途中で、または後で訂正することができます。訂正のタイミングは 3 種類ありますので、種類

別に訂正方法を紹介します。 
 

データ入力途中での訂正 

データの入力途中で、そのサンプル内の別の個所にデータ入力の間違いを発見した場合は、次の操作で

訂正できます。 

例： 

 Q3-2 まで入力が完了しており、Q3-3 を入力する前に Q2-3 のデータ入力にミスを発見した場合 

 

 

 

 
① カーソルキー、またはマウスで訂正したい個所にカーソルを移動します。 

 

 
 

「3」の間違い
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② 正しいデータを入力し、［Enter］キーを押します。 

 
 
 

 
 
③カーソルキーかマウスを使うか、または［Enter］キーを何度か押して、まだ入力していない設問行まで

カーソルを進め、データ入力を継続します。 

 

 
データ訂正の際、訂正したい個所へのカーソル移動はカーソルキーやマウスを使ってもかまい

ませんが、訂正データを入力したあとの確定は必ず［Enter］キーを押してください。 
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データを確定する直前の訂正 

データの入力がすべて終わり、「よろしいですか？」と表示された時点でそのサンプル内のデータ入力の間

違いを発見した場合は、「よろしいですか？」の問いに対して「いいえ」を選択し、入力を訂正することがで

きます。 

例： 

サンプルのデータを確定する直前に Q2-3 のデータ入力にミスを発見した場合 

 

①「よろしいですか？」の問いに対して［N］キー、または［いいえ］ボタンをクリックします。 
②［Enter］キーを何度か押して訂正したい個所までカーソルを移動します。 
 

 この時は、カーソルキーやマウスを使って移動してもかまいません。 
 

 
③ 正しいデータを入力し、［Enter］キーを押します。 

 
④「よろしいですか？」のメッセージが表示されるまで、［Enter］キーを繰り返し押します。 
⑤［Enter］キーを押すか［はい］ボタンをクリックして確定します。 

 確定しなければ、［ソースデータ］シートに反映されません。 
 

 
データ訂正の際、訂正したい個所へのカーソル移動はカーソルキーやマウスを使ってもかまい

ませんが、訂正データを入力したあとの確定は必ず［Enter］キーを押してください。 

「3」の間違い 
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サンプルのデータを確定した後での訂正 

サンプルのデータを確定した後でも、［データ入力フォーム］シートに入力した内容を呼び出してデータを

訂正することができます。 
 

① ステータスバーに「アンケートデータ入力中」と表示され、データ入力状態であることを確認します。 
 

 『アンケートの入力中は、必ず「新規データ入力」メニューを選択してから行って下さい。』と表示さ

れている場合は、［田園 V3］メニュー－［設問設定・データ入力］－［データ入力・操作］－［新規

データ入力］を選択します。 
 

② 訂正したいデータのサンプル No.を入力して、［Enter］キーを押します。 

 

 
 

 該当するサンプル No.のデータが［ソースデータ］シートから転記・表示されます。 
 
③［Enter］キーを何度か押して訂正したい個所までカーソルを移動します。 
 

 この時は、カーソルキーやマウスを使って移動してもかまいません。 
 

 
 

④ 正しいデータを入力し、［Enter］キーを押します。 
⑤「よろしいですか？」のメッセージが表示されるまで、［Enter］キーを繰り返し押します。 
⑥［Enter］キーを押すか［はい］ボタンをクリックして確定します。 
 

 確定しなければ、［ソースデータ］シートに反映されません。 
 

 
データ訂正の際、訂正したい個所へのカーソル移動はカーソルキーやマウスを使ってもかまい

ませんが、訂正データを入力したあとの確定は必ず［Enter］キーを押してください。 
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［ソースデータ］シートの直接訂正 

入力データの記録先となる［ソースデータ］シートを直接訂正してもかまいません。 
複数のファイルに分けて入力したデータを［ソースデータ］シートにコピーすることもできます。ただし、シー

ト間の整合性がなくなると集計機能が利用できなくなりますので、注意してください。「田園 V3 プロフェッ

ショナル版」にはデータを結合する機能がありますので、そちらを利用していただくことを推奨します。 
 

 
［ソースデータ］シートは通常の Excel ワークシートであり、特殊なしかけは施されていません。 
［ソースデータ］シートを直接編集する際は、次の項目に特に注意してください。 
 列を増やしたり減らしたりしないこと 
 Ａ列、及び 5 行目～10 行目を変更しないこと 
 データに文字列を含めないこと 
 ［ソースデータ］というワークシート名を変更しないこと 

 

 
列の増減やＡ列、5 行目～10 行目の変更などを行うことによって、「田園 V3」が誤動作してしまう

可能性があります。プレゼンテーションや配布資料に使うなど、アンケートの集計以外の目的で

［ソースデータ］シートを加工したい場合は、Excel の機能を用いて［ソースデータ］シートをワーク

シートごとコピーし、コピーしたワークシートで作業してください。 
ワークシートをコピーするには、コピーしたいワークシートのシート見出しを Ctrl キーを押しなが

らドラッグし、別のワークシートのシート見出し上でマウスのボタンを離します。 
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第 3 章 データチェック 

サンプル回答に、選択肢の数よりも大きな値、負の値など、間違った値が入力されていたり、非該当項目な

のに回答が入力されているなどの矛盾した状態になっていたりすると、正確なアンケート集計ができなくな

るばかりか、「田園 V3」がエラーで終了してしまう可能性もあります。 
「田園 V3」には、データをチェックする方法がいくつか用意されていて、正確なアンケート集計を可能にし

ています。 
 
■ ［設問設定］シートと［ソースデータ］シートの間の整合性のチェック 
設問設定作成編集機能を用いて設問を設定した場合、［設問設定］シートと［ソースデータ］シートは矛盾

なく作成されます。しかしこれらのシートを手作業で編集した場合は、矛盾が混入している可能性がありま

す。そのような場合のために、［設問設定］シートと［ソースデータ］シートの間に矛盾がないかどうかをチェッ

クする機能が利用できます。 （  16 ページ） 
 
■ 入力時のチェック 
「田園 V3」では、入力されるデータを厳しくチェックしています。 （  3 ページ） 
 
■ 入力されたデータのチェック 
データ入力機能を用いて入力したデータは矛盾なく［ソースデータ］シートに転記されます。しかし［ソース

データ］シートを手作業で編集した場合は、回答データに矛盾が混入している可能性があります。 
［ソースデータ］に矛盾がないかどうかをチェックするために、次の機能が利用できます。 
 

 回答チェック 
［ソースデータ］シートのデータの内容をチェックできます。 （  17 ページ） 
 数量回答合計値チェック 

いくつかの数量回答の合計が一定の値になる設問の場合、その合計値をチェックすることができま

す。 （  19 ページ） 
 複数回答（MA） 大回答数確認 

［ソースデータ］シートをチェックし、複数回答（MA）設問ごとに回答した選択肢の数が も多いサ

ンプルを［MA 回答 大数確認］シートに抜き出すことができます。 （  22 ページ） 
 サンプル抽出用フィルタ設定機能を利用した目視によるチェック 

「田園 V3」には、簡単な操作でオートフィルタを設定する機能があります。この機能で、条件にマッ

チしたサンプルだけを［ソースデータ］シートに表示したり印刷したりして、目視で内容をチェックす

ることができます。 （  23 ページ） 
 ［単純集計用データ］シート作成時の警告表示による確認 

［ソースデータ］シートに誤った値が格納されていると［単純集計用データ］シート作成時に警告が

表示されます。 （  29 ページ） 
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シート間整合性チェック 

［設問設定］シートと［ソースデータ］シートの間の整合性をチェックできます。この機能ではシート間の整合

性をチェックするのみで、回答そのものはチェックしません。 

 シート間で各設問の「設問番号」、「データ形態」、「設問記号」、「設問項目」、「カテゴリー数」に矛

盾があるかどうかをチェックします。 
 ［設問設定］シートと［ソースデータ］シートの間に矛盾があると、回答チェックが正しく行われません。

単純集計やクロス集計も実行できない可能性があります。 
 
① ［田園 V3］－［設問設定・データ入力］－［データ入力・操作］－［シート間整合性チェック］を選択します。 
② メッセージが表示されたら、［はい］ボタンをクリックします。 

 
③ 矛盾が見つかると、［ソースデータ］シートの矛盾がある設問番号にカーソルが表示され、次のメッセー

ジが表示されます。［OK］ボタンをクリックします。 

 
 

 ［OK］ボタンをクリックすると、チェックが中止されます。［設問設定］シートと［ソースデータ］シートの

間に矛盾がなくなるように、修正します。 
 修正後、再度「シート間整合性チェック」を行います。 
 整合性に問題がない場合は、次のメッセージが表示されます。 

［OK］ボタンをクリックして、シート間整合性チェックを終了します。 
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回答チェック 

［ソースデータ］シートのデータの内容をチェックできます。次の 10 種類の項目に関してチェックします。 
 

 有効な選択肢が入力されているか 
（選択肢が３までしかないのに「４」と入力されていないか） 

 有効な数量が入力されているか（入力可能な 小値と 大値の範囲内かどうか） 
 単数回答（SA）、または数量回答（IN）なのに複数回答されていないか 
 複数回答（MA）において回答のダブりがないか 
 複数回答（MA）において、回答可能選択肢数を超えた数の回答がなされてないか 
 選択肢に文字列が含まれていないか（自由回答（FA）を除く） 
 非該当項目に選択肢が入力されていないか 
 非該当項目ではないのに非該当文字が入力されていないか 
 重複禁止設問において、重複した選択肢が入力されていないか 
 重複強制設問において、回答された選択肢の矛盾はないか 

 

 
［設問設定］シートと［ソースデータ］シートの間に矛盾があると、回答チェックが正しく行われませ

ん。「シート間整合性チェック」を行ってから回答チェックを行うことを推奨します。 

 
① ［田園 V3］－［設問設定・データ入力］－［データ入力・操作］－［回答チェック］を選択します。 
② メッセージが表示されたら、［はい］ボタンをクリックします。 

 
ソースデータのチェックが行われます。 

③ 終了のメッセージが表示されたら、［はい］ボタンをクリックします。 

 
 
 データに矛盾がある場合は、［データチェック］シートが作成されています。 

この場合は、操作④を行います。 
 ［データチェック］シートが作成されていない場合は、回答チェックでのチェック項目に該当するもの

が見つからなかったことを示します。 
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④ ［データチェック］シートで矛盾の内容を確認し、必要に応じてソースデータを修正します。 

 
 
 「セル位置」の列には、矛盾のあるデータが含まれるセルの位置がセル番地で書き込まれていま

す。 
 「矛盾理由」の列には、矛盾の内容が書き込まれています。 
 「セル位置」の列に表示されたセル番地をクリックすると、［ソースデータ］シートの該当する場所が

表示されます。 
必要に応じてソースデータを修正してください。 

 
 
 

 
 

 
「データチェック」シートの行は、元のデータを正しく修正しても自動的に消えるわけではありませ

ん。作業が完了した確認の意味も含めて、データを正しく修正した行「データチェック」シートの該

当箇所は行ごと削除してください。 

 

クリック 
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数量回答合計値チェック 

いくつかの数量回答の合計が一定の値になる場合、その合計値をチェックすることができます。 

例：（この例はサンプルファイルの内容とは異なります。） 

 あなたの 1ヶ月のこづかいを 100 とした場合、次の質問にお答えください。 

  Q1．食費に占める割合はどのぐらいですか？ 

  Q2．交通費に占める割合はどのぐらいですか？ 

  Q3. その他の目的に占める割合はどのぐらいですか？ 

上記の設問の場合、Q1、Q2、Q3 の合計は必ず 100 になるはずです。 
このような設問では、数量回答合計値チェックを行うことができます。 
 

 
 
 
① ［田園 V3］－［設問設定・データ入力］－［データ入力・操作］－［数量回答合計値チェック］を選択しま

す。 
② メッセージが表示されたら、［はい］ボタンをクリックします。 

 
② 「合計値チェック」ウィンドウで、［設問］の一覧から合計値をチェックしたい数量設問を 2 つ以上選択し

ます。 
③ ［合計値］の欄に、選択した数量設問の合計値を入力します。 
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④ ［OK］ボタンをクリックします。 

 
 
指定した設問の数量回答の合計値がチェックされます。 

⑤ 終了のメッセージが表示されたら、［OK］ボタンをクリックします。 

 
 回答に不明回答（N）、または非該当回答（P）があるサンプルはチェックの対象になりません。 
 指定した合計値にならないサンプルがある場合は、［データチェック］シートが作成されています。 

この場合は、操作⑥を行います。 
 ［データチェック］シートが作成されていない場合は、チェック対象のサンプルの数量回答の合計が

すべて指定した値になったことを示します。 
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⑥ ［データチェック］シートで矛盾の内容を確認し、必要に応じてソースデータを修正します。 

 

 「セル位置」の列には、矛盾のあるデータが含まれるセルの位置がセル番地で書き込まれていま

す。 
 「セル位置」の列に表示されたセル番地をクリックすると、［ソースデータ］シートの該当する場所が

表示されます。 
必要に応じてソースデータを修正してください。 

 
             クリック 

 
 

 
「データチェック」シートの行は、元のデータを正しく修正しても自動的に消えるわけではありませ

ん。作業が完了した確認の意味も含めて、データを正しく修正した行「データチェック」シートの該

当箇所はご自身で行ごと削除してください。 
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複数回答（MA）最大回答数確認 

［ソースデータ］シートをチェックし、複数回答（MA）設問ごとに回答した選択肢の数が も多いサンプルを

［MA 回答 大数確認］シートに抜き出すことができます。 

① ［田園 V3］－［設問設定・データ入力］－［データ入力・操作］－［MA 設問最大回答数確認］を選択します。 
② メッセージが表示されたら、［はい］ボタンをクリックします。 

 
③ ［MA 回答最大数確認］シートの内容を確認します。 

 回答の 大数が同数のサンプルが複数存在する場合は、D 列のように列挙されます。 
 各複数回答（MA）設問の列に表示された該当サンプルのセル番地をクリックすると、［ソースデー

タ］シートの該当データが表示されます。 

 
                       クリック 
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目視によるデータチェック 

その他、Excel の機能を使って効率よくデータチェックを行うことができます。 
 

印刷して、手作業で入力ミスをチェックする 

もっとも基本的で確実な方法は、［ソースデータ］シートを印刷して、手作業で入力ミスをチェックすることで

す。 
［ソースデータ］シートは、5 行目～10 行目を行見出しに、Ａ列を列見出しに設定してありますので、紙の大

きさと向きを設定するだけで、そのまま体裁よく印刷することができます。 
 
▼印刷した例 
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「オートフィルタ」機能を利用する 

Excel の「オートフィルタ」機能で、矛盾したデータを探すことができます。この方法は、アンケートの回答そ

のものの矛盾を見つけるのに有効です。 
例えば、購入回数に「初めて購入した」と答えているにも関わらず購入理由で「前回食べて」と答えている

人や、「14 歳」で｢主婦｣と答えている人、「男性」で「OL」と答えている人など、アンケートデータそのものが

おかしい場合を抽出するのに利用できます。 

サンプル抽出用フィルタの設定 

「田園 V3」には、簡単な操作でオートフィルタを設定する機能があります。 
次の操作を１回行っておけば、オートフィルタを無効にするまでの間、いろいろな条件でサンプル抽出の操

作を行うことができます。 
① ［田園 V3］－［設問設定・データ入力］－［データ入力・操作］－［サンプル抽出用フィルタ設定］を選択し

ます。 
② 確認のメッセージが表示されたら、［はい］ボタンをクリックします。 

 
② もう一度確認のメッセージが表示されたら、［はい］ボタンをクリックします。 

 
［ソースデータ］シートにオートフィルタが設定されます。 
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フィルタを利用したサンプルの抽出 

フィルタを利用して、矛盾した回答をしているサンプルを抽出することができます。 

例： 

 次のように矛盾した回答をしているサンプルを抽出する 

  「購入回数」に「１（初めて）」と回答している 

  「購入理由」に「１（前回食べておいしかったから）」と回答している 

① オートフィルタの矢印  をクリックし、最初の条件を選択します。 
例えば、「購入回数」に「1（初めて）」と回答したサンプルを抽出する場合は、Q1 の列（C 列）のオート

フィルタの矢印  をクリックして「1」を選択し、［OK］ボタンをクリックします。 

 
条件にマッチしたサンプルだけが表示されます。 
オートフィルタで抽出したことは、行番号が青色に変わることで判別できます。 

 
 

青色で表示される 
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② 同様の操作で、別の条件を選択します。 
例えば、「購入理由」に「1（前回食べておいしかったから）」と回答したサンプルを抽出する場合は、

Q2-1の列（D列）のオートフィルタの矢印  をクリックして「1」を選択し、［OK］ボタンをクリックします。 
 

 
 
Q1 で「１」と答え、かつ Q2-1 で「１」と答えているサンプルだけが表示されます。 

 
 
 このデータを矛盾データとして扱い、入力ミスなのか、それとも元のデータが矛盾しているのかを、

元のデータと照合して確認してください。 
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オートフィルタの便利な機能 

ユーザ設定フィルタでさらに細かい抽出条件を設定できます。（Excel 2003 の場合はオートフィルタ オプ

ションの機能を利用します。） 
必要に応じて矛盾したデータの確認に利用してください。 

 
例えば、Q6（年齢）で、10 歳以上、50 歳以下のデータを抽出するには、以下のように条件を設定し、

［OK］ボタンをクリックします。 

 
条件にマッチするデータだけが表示されます。 
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オートフィルタ機能の解除と注意 

オートフィルタ機能を解除するには、［データ］タブの［並べ替えとフィルタ］グループで［フィルタ］をクリック

します。（Excel2003 の場合は、［データ］－［フィルタ］－［オートフィルタ］を選択します。） 
また、［田園 V3］－［データ加工・集計］－［単純集計］－［専用シート作成］を選択すると、オートフィルタ機

能は自動的にオフになります。 
 

 
オートフィルタ機能をオンの状態にしたままデータを編集すると、動作に不具合が生じたり、「田

園 V3」の実行がエラーになってしまったりすることがあります。編集するときは、必ずオートフィル

タ機能をオフにしてください。 

 

 
「田園 V3」がエラーになった場合は、次のように対処してください。 
 ［田園 V3］をアドイン登録している場合は、データを保存し、Excel を再起動してください。 
 ［田園 V3］をアドイン登録していない場合は、［田園 V3］－［田園 V3 の終了］を選択して「田園

V3」をいったん終了させた後、再度読み込んでください。 
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［単純集計用データ］シート作成時の警告表示 

「田園V3」では、［ソースデータ］シートに誤った値が格納されていると［単純集計用データ］シート作成時に

警告が表示されます。その場合は、誤った値が格納されているセルがアクティブになりますので、適宜訂正

してください。 
誤った値とは、例えば次のようなものです。 

 選択肢が５つまでしかないのに、「8」と入っている 
 単数回答（SA）なのに、回答が「2,3」と入っている 
 回答が入力されておらず、空白セルである 
 複数回答（MA）にて、「2,3,」のように回答の 後がカンマで終わっている 
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